








































































































られるような社会を構成することもできる」（Gergen 2015 , p . 72）とする。西條
は、社会構築主義には様々な立場があることに留意した上で「『現実は言語によ





















































































































































































「メタ理論」「認識論」「認識装置」「方法論」「思想」であるとしている。（西條2005 , p . 205）
質的研究とは何かについて西條は、「すべてに当てはまるようなきちんとした定義を挙げられ
る人は、今のところいないように思う」（西條2007 , p . 17）とし、波平も「『質的研究とはどの
ようなものか』についての議論は盛んであり〜中略〜内容は理論も方法論も微妙に異なってい




ようがないよね』というもの」（阿部2016 , p . 35）であり、物事の根本原則のことを指す。
8その他に、自他の関心を対象化する機能、研究をより妥当に評価する機能、世界観の相互承認
機能、「バカの壁」解消機能がある。（西條2005 , p . 62）
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